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１ テーマ 

進んで伝え合い、認め合い、深め合える心豊かな大畑っ子の育成 
〜縦割り活動での協働学習、地域との連携や交流活動を通して〜 

 
２ ねらい 

① 縦割りのなかよし班での交流活動を通して、自分や友達、学級、学校、地域の
よさに気付き、思いやりの心を育てることができる。 

② 地域の素材（人・もの・こと）を生かし、体験活動や協働学習を進める中で、
地域の自然や芸能、歴史等について関心をもち、自ら学び、考え、主体的に判
断し、よりよく問題を解決する力を育てる。 

③ 心の悩みや不安をもつ子どもたちや、子育てに悩む保護者の相談活動を通して、
子どもたちや保護者の心の安定を図る。 

 
３ 活動内容 

① １年生から６年生で縦割りのなかよし班を作り、通年で活動する。大畑小学校
区マスコットキャラクター「ばたっぴぃ」を通して、全校で地域や学校のよさ
を認識し、郷土愛を深める。 

② 地域の自然や歴史について、地域の素材等を生かして、学習活動や交流活動を
進めたり、各教科領域等の学習活動において、知識・理解や技能等の習得の支
援を図ったりする。理科や生活科、総合的な学習の時間等に、学区の豊かな自
然やシンボル施設（大畑の森）、栽培園等を有効活用して、自然に親しむととも
に、体験や交流活動を行う。 

③ 教員と心の相談員とが、常日頃から子どもたちの様子について情報を共有して
指導に当たる。また、月毎に養護教諭、心の相談員、教育相談コーディネータ
ー、SC、SSW、校務支援員による教育相談会を開催し、子どもたちの様子を共
有することで問題の未然防止や、早期の問題解決に努める。 

 
４ 成果と課題 

〇高学年が中心となってなかよし班（縦割り班）活動を行った。毎日の縦割り清掃、
年に６回開催するなかよし班遊び、大畑フェスティバルでの競遊、なかよし遠足、
なわとび大会と活動を共にすることで、児童同士の絆が深まり、互いに思いやる
心が育った。 



 

〇５年生は、大畑小学校区マスコットキャラクター「ばたっぴぃ」を活用して、「ラ
リーJAPAN」を応援した。「ばたっぴぃ」と一緒に豊田スタジアムへ出向き、自
分たちで作成したラリーの応援歌やダンスを観客に披露した。ラリーの応援に加
えて大畑地区と「ばたっぴぃ」のよさを広める活動ができたことで自己有用感が
高まった。 

〇６年生は、卒業制作として、学区に住んでいる陶芸家を講師に招いて大畑小学校
区マスコットキャラクター「ばたっぴぃ」の絵皿を作った。また、陶芸家として
の喜びや苦労について話を伺った。これらの活動を通して、自己を見つめる機会
となった。 

〇栽培園を活用する学習により、自然への愛着が増し、環境を守ろうとする気持ち
が高まった。あおば学級は１年を通して野菜を栽培し、その野菜を調理して食す
ることで、日々の世話を主体的に行い、収穫する喜びを感じることができた。地
域ボランティアの方々と一緒に、６年生と１年生がサツマイモの苗を植える活動
をし、地域とのつながりを感じることができた。 

〇校内整備員が栽培園等の整備を行うことで、担任の活動への準備時間が確保でき
た。また、校地内の草刈りや落ち葉掃きなどを行うことで、児童は校地内で安心
して活動をすることができた。児童は活動を支える人への感謝の思いを高め、「私
たちが過ごしやすいように学校をきれいにしてくださり、いつもありがとうござ
います」と、感謝の気持ちを手紙に書いた。 

〇児童が、担任だけでなく心の相談員にも困ったことや悩みを相談することができ
たので、児童の困り感の早期発見・早期対応につながった。SC、SSW、心の相
談員、教育相談コーディネーター、教育相談主任、校務支援員が毎月１回「教育
相談会」を開催した。また、保護者が子育てについて気軽に相談することができ
た。 

 
５ 保護者・地域への情報発信の取組実績 

・ホームページを毎日更新し、各学年の活動のねらいや様子を掲載した。ホーム
ページの閲覧数が月平均 8000 を超え、保護者からは、「学校の活動の様子がよ
く分かり、毎日見るのが楽しみです」と高評価をいただいている。 

・学年通信や学校だよりで、特色ある学校づくり推進事業に関わる生活科・総合
的な学習の時間のねらいや成果を保護者や地域に伝えた。 

・縦割りのなかよし班で遊ぶ「なかよし班遊び」や「縄跳び大会」を、保護者が
参観できるようにして活動の様子を公開した。 

・学習発表会で、特色ある学校づくり推進事業に関わる生活科・総合的な学習の
時間の取組を発表した。（全学年） 

 


